
検討のための具体的な論点について 
 

 本市の特性やまちづくりの方向性を踏まえ，以下の論点について具体的に審議を

進める。 

 

論点１ ごみ収集業務の現状や課題，緊急時における対応等 

 

 

 

【具体的事項】 

１ 燃やすごみ・資源ごみの収集方法，頻度，時間等は現状のままでよいか？ 

２ 災害発生時等の緊急時において求められる役割や機能は？ 

３ 委託業務の適正な確保を図るために必要な対策は？ 

 （例）受託業者に対する指導・監督，入札不調時における対応 等 

４ その他，市民ニーズに応えるために取り組むべき業務は？ 

（例）狭い道路における収集作業，高齢者等へのごみの排出支援，ごみ分別の 

周知 等   

                                 ほか 

 

論点２ ごみ減量・リサイクルの現状や課題，市民との共汗による取組等 

 

 

 

【具体的事項】 

１ 資源ごみの分別品目は現状のままでよいか？ 

２ 市民との協働によるごみ減量やリサイクル，まちの美化の一層の推進に向けて

必要な取組は？  

３ その他，市民ニーズに応えるために取り組むべき業務は？ 

（例）コミュニティ回収への支援，資源ごみの排出方法や機会の拡大， 

市民からの相談対応 等                

                                 ほか 

 

資料１ 

ごみ収集業務の現状や課題について。また，災害発生時等の緊急時における対応

や委託業務の適正な確保等を図るために，どうあるべきか。 

ごみ減量・リサイクルの現状や課題について。また，市民サービスの維持・向上

を図り，市民との協働による取組を一層促進するために，どうあるべきか。 



 

 

論点３ 徹底した行財政改革の視点による公民の役割分担，組織や人材

育成等 

 

 

 

 

 

【具体的事項】 

１ ５０％民間委託達成後の委託化の在り方は？ 

 （公が担うべき業務の範囲は？） 

２ 委託化を進めた場合のメリット，デメリットは？ 

３ まち美化事務所職員に求められる人材は？ 

４ 組織の活性化や人材育成に必要なことは？ 

                                  ほか 

 

※ 以上の議論を行うために必要な情報，データ等については，委員会で検討のう

え，他都市調査や市民アンケート，関係団体への意見聴取等を実施することによ

り収集し，委員会において随時報告する。 

 

 

徹底した行財政改革の視点に立ち，公が担うべき業務内容はどうあるべきか。 

また，公が担うべき業務を遂行するために必要な人材やその育成は，どうあるべ

きか。 


